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近代教育学におけるスピリチユアリズムの流れ
－コメニウス、ルソー、ペスタロッチ、フレーベル等における神秘思想的傾向について－
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はじめに
近代教育（国民のすべてを対象にする普通教育のための学校制度及びそれを支える思想全般)、及び近代学校制度の持つ画一性・硬直性を批判し、児童・生徒の自主性や活動性を援助し鼓舞しようとする新教育運動(1)、これらいずれの関しても源流となったコメニウス、ルソー、ペスタロッチ、フレーベルらに共通したスピリチュ
アルな思想傾向ないしは宗教思想があったのではないか。それは、汎神論的・内在神的世界観、別な言葉で言えば､一種の神秘主義(2)的、あるいは新ブラトン主義(3)的、または神智学(4)的世界観であったのではないか。このことを裏付けようとするのが本論の課題である。
時代背景も、個性も異なる人物たちの思想傾向を一つにくくるというのは、危険であるし、無謀と映るかもしれない。しかし、これまで各教育者、教育思想家に個別に焦点を当てた研究は充分なされてきたものの、彼らの共通項に光を当てて、広い視点から彼らの思想の根底にまで遡る試みは、不思議なことに、充分になされてきたとは言いがたい。
本論の目的は、したがって、この盲点に挑戦し、近代教育または新教育運動の祖父たちの思想的共通基盤を解明する試みにある。
※
筆者は若い時に、自らの進路を教育学にすることを決意した時点で、卒業論文を:書く機会に、ルソーにミール｣、ペスタロッチ「隠者の夕蕊れ』『探求｣、フレーベル『人間の教育』など、教育学の必読書を熟読し、比較検討する試みを行った。テーマは「ルソー、ペスタロッチ、フレーベルの根本思想」であり、この作業の進展と共に、三者の宗教思想に共通項があることに気付いた。
最近､1921年に創始された新教育連盟（NewEducationFeUowship）日本支部（現：
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：
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世界新教育学会）に長く属する者として、その設立起源はどうであったかを調べる
過程で、その母体が神智学協会の教育同胞会（TheosophicalFratemiwinEducation）
であったことを確認し、これを挺子として、関連の教育組織、教育者たちを調べる
ことになった。その結果、ユネスコの設立、モンテッソーリ教育運動、タゴールの
教育活動、三浦関造の『エミール』翻訳等による日本の新教育運動の興隆などを通
して、神智学が教育革新運動に想像以上に多大な影響を及ぼしたことを見出した。
その延長線上で、さらに、近代神智学成立以前の教育思想家コメニウス、ルソー、
ペスタロッチ、フレーベル等の教育思想にも、汎神論的、内在神論的、新ブラトン
学派的、神智学的傾向が観られることを見出した。ここでは、すでに共著ヅシュタ
イナー、クリシユナムルテイ、モンテッソーリ……未来を鵜〈教育者達』（コスモス
ライブラリー発行、星雲社発売、2005年）で公表したモンテッソーリやシユタイナ
ー等には触れず、代わりにゲーテを加え、かつ、筆者が長年鱒わってきたＥシュプ
ランガーに関して触れることにする。このようにして、近代教育及び新教育運動の
伏流としての神秘主義的思想傾向を明らかにしたい。最近、同僚の菱刈晃夫氏がエ
ックハルト、ルター、メランヒトン、ベーメ、フランケ等の神秘主義的傾向・スピ
リチュアリテイの思想家，教育者の研究を行っているので、合わせて参考にされる
とよいと思う（菱刈晃夫『近代教育思想の源流一スビリチュアリテイと教育一』成
文堂、２００５年)。
※
ここでは、２０選紀前半に興隆した新教育運動に先立つ教育思想家、コメニウスや
ルソーらの思想に内在する神秘学的教育思想について述べる。また、彼らに新プラ
トン主義的思想を読み取ったシュプランガー自身の神秘学的思想にも触れる。本来、
シユタイナーやモンテッゾーリについても触れるべきところ、先に述べた理由でこ
の部分は省略する。
課
ゴ
ゾ
ゴ
が
弗
淡
；
謡
ｚ
》
驚
き
上
か
ＩＪＡコメニウスの神秘思想
ａコメニウスの先駆的教育思想
ボヘミア（モラピア:現在のチェコ）生まれのヨハン･アモス・コメニウス（Johann
AmosComenius,チェコ語でコメンスキー：Ｊ・ＡＣｏｍｍｓ酌,1592-1670）は、キリス
２
ザ近代教育学におけるスピリチユアリズムの流れ
卜教・新教ボヘミア同胞教団の牧師であり、道徳教育や宗教教育においては中世的
な神学観に影響を受けてはいても、知育観に視点を当てれば、「近代ヨーロッパ教育
学の創始者」とも、「民衆の教師」とも呼ばれる存在である（藤田119)。
彼の生涯は波乱に富んでいた。当時、コメニウスの故郷ボヘミアは、ヨーロッパ
の支配をうかがう大勢力のカトリック系ハプスブルグ家から激しい圧迫を受け、指
導者である彼は、ヨーロッパを混乱に陥れた３０年戦争（161848）期間中に、ヨー
ロッパ各地を亡命，流浪するという過酷な運命を甘受しなければならなかった。そ
のため、ボヘミア同胞教団の再興と民族の独立及び国際的な平和を切に望むように
なり、「あらゆる人に、あらゆる事柄を教授する普遍的な技法」（コメニウス『大教
授学』訳20)を示すために､1大教授学』（DidacticaMagna,】633)､『語学入門』（1631)、
『世界図絵』（1658）を初め、幾多の書を著した。これらには、人類共通の普遍的方
法で「人類全体の救いｊのため、という民族を超える教育をめざし、それによって
人類全体の平和を招来しようという高い志がこめられている。このような民族・国
家の視点を超えた人類的視点を確立したことにより、後世に、コメニウスは「ユネ
スコと国際教育局の偉大な瀞神的祖先」（ピアジエ、146-7）とか、「国際連盟とユネ
スコの、思想的先駆者にして、ユネスコが提唱する国際理解のための教育の、最大
の先駆者」（長田国際理解の教育36）と言われる。
また、「ペーーコン哲学の影響を強く受け、これを教育学に応用、直感を重んじ、自
然に従う教育に基づく実学主義を大成、ルソー、ペスタロッチらの先駆者として、
近代教育学の祖と言われる」（東京堂『世界人名辞典肌そして、年齢に応じた教育
を主張したことによって、「発達心理学における発生学的観念の先駆者の一人」（ピ
アジェ、「ヤン･アモスロメニウスの現在的意義｣）とか、「児童中心主義、労作主義、
生活主義等々の新教育の原理を非常な熱意と信念をもって、しかも科学的に発展し
ている。……民族もしくは人類の開放のために戦った最大の教育学者であり、ペス
タロッチに劣らず国民教育による民主主義の先駆者であった」（長田国際理解の教育
156-7）と、いずれもコメニウスの先駆性が称えられている。
コメニウスは教えるときに図や事物を提示する革新的な教授法を開発したが、コ
メニウスの言語教育は「単なる言語のつめこみではなく、言語と事物の結合の主張ｊ
であり、「学習すべきものは、個々バラバラの事物でも、個々バラバラの語でもない。
そうではなくて、事物界の全体像の中で関連づけられた事物をこぞ学習すべきでで
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あるということである」（堀内“-5）と評価されている。コメニウスは、「大教授学』
や『語学入魂で試みた学校教育に関する新しいカリキュラムをさらに推進するた
めに､汎智体系（バンソフィー）と呼ぶ知識体系の完成を志し､『汎知体系序説』や『事
物の龍を著した。このように言語と事物との統合や知識の全体系をめざす試みは、
現在のホリステイツク教育の源流となるものである。
以上のようなコメニウスの、国際教育の面、民族の解放のための教育、子供の発
達面の考慮、事物を通しての教育、知識の全体構造をふまえた教育は、たしかに２０
世紀新教育運動の源流とも言うべき先駆性を持っていたと言える。彼の思想は、彼
の没後約200年間、忘れ去られており、１９世紀の半ば頃にやっと注目されるに至っ
た。ただし、１８世紀後半に子供であった文豪ゲーテは､子供時代にコメニウスの『世
界翻絵』に接していたということをたびたび言及している。
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コメニウスの教育思想の特色に続いて、コメニウスの思想の神智学的な要素を以
下に示す。
シユタイナー（RudolfSteiller,’861-1925）の思想、及び神秘思想全体の研究者で
ある高橋巌は、「シユタイナー教育入門』の中で、コメニウスとシュタイナーの関連
性を語り、ヨーロッパ３０年戦争のあった１７世紀初頭の激動の時代に、正統派教会、
合理主義的･鐘的･理性的･物質的な立場と､｢ボヘミア同胞教団」という「汎智学」（バ
ンソフイー）による平和の実現」を目指す、秘密結社的，霊的共同体とが、精神史
上の戦いを演じていたとし、「汎智学」（Pansophie）は、〔神智学］（Theosophie）と
ほとんど同じ、特殊な神秘学の用語であり（sophieは知識の知ではなく、智恵の智
である)、「コメニウスは１７世紀における神智学の代表者の一人」（高橋シュタイナ
ー教育入湾７１－２）であったと述べている。
高橋は、思想史において、知識の量が多いことを理想とする主流に対し、知識の
質である智恵を重んずろ流れが神智学の本質であるとし、前者が、数量主義的、唯
物論的、能率主義的、合理主義的、'性悪説的、管理主義的になる傾向があるのに対
して、後者は、神秘学的、直感的、総合的、自然及び感覚重視的、芸術的、性善説的、
育成的な傾向を持っているとし､神智学は後者に属することを指摘している。そして、
コメニウスの「大教授学』の、「人間は被造物のうち、最高の、最も卓越したもので
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あり、人間の究極の目的は現世の外にある」という思想、及び、人燭が霊、魂、体
という三つの本性から成り立っているという考え、人間が大宇宙を内に秘める小宇
宙であるとする思想は、典型的な神秘学の特徴を有しているとし、コメニウスが神
秘学者であったと述べている（高橋シユタイナー教育入門67-8Ｌ
さらに高橋は、コメニウスが『大教授学ｊで「珠玉の」作と賞賛した著作の著者、
ヨハン・ヴァーレンチーン,アン}ルアエ(Joh3nnVaientinAndreael528-1590、ド
イツの宗教的著作家、キリスト教的愛の活動と、神秘主義的傾向で知られる）は、
秘密結社「蓄薇十字会ｊについて最初に公的な文蓄を書いた人であり、はじめて、
薔薇十字会創設者でドイツ人貴族のクリステイアンローゼンクロイツ(Cristian
Rosenkreuzl5世紀の神秘学徒)という偉大な導師のことを記したと指摘している(高
橋７５)。事実、シユタイナーは、『薔薇十字会の神智学』という書を著し、神智学徒
としてのローゼンクロイツについて詳しく述べている（シユタイナー14-5)。
コメニウス研究家も、往時にベストセラーとなったラテン語学習書（コメニウス
による）『世界騒絵』は、宇宙の成立から人間の活動全般に渡る活動が図示されてお
り、絵と文字による象徴的思考は、カバラ学者や錬金術師たちが真理を託した象徴
記号の顕教化であり、薔薇十字の神秘伝達技法の方向であった、とする文章（荒俣
193）を引用し、高橋巌の、コメニウスを１７世紀神智学徒の代表者だとする見解を
支持している（井ノロ164-5)。さらに、ドイツの代表的教育思想家であったシュプ
ランガー（EduardSplangerl882-1963）は、はじめはボヘミア人同胞の一体化のた
めに、次いでは全人類の偉大な一体化のために捧げられた、統一への憧僚と努力が
コメニウスの生涯の中心点であったとコメニウスを評価し、教養とは神の似姿にな
ると解していたコメニウスは、「自分の固有の基盤を新プラトン主義的＝神秘主義的
世界観の中においていた」とし、神の与える三つの光としての「外的な光（感覚)、
内的な光（理性)、および永遠の光（啓示)」が協力して働くことによってのみ、我々
は世界を把握するとする見方は、新プラトン主義的世界像の枠内で初めて一つの統
一体として理解される、と述べている（シユプランガー文化と教育48-9)。
このように観てくると、近代教育学の祖とされるコメニウスが、実は神秘思想家
であり神智学徒であったという事実が浮かび上がってくる。のみならず、以下に示
すように、ゲーテやルソー、ペスタロッチ、フレーベルにも神智学的思想が読み取
れるのである。
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ⅡＷ・ゲーテの神秘思想
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文豪ゲーテ(JohannWOlilgangvonGoethel749-1832)が､コメニウスの『瞳界図絵」
を繰り返し賞賛したことや、ゲーテの友人でドイツの詩人、哲学者へルダー（Johann
GottfriedHelderl744-l803）もまた、コメニウスの思想に深く共鳴したという事実
の持つ意味も単純ではなく、「彼らの間は伺志的とも言える強い精神豹きずなで結ば
れていたことになる」（井ノロ151,165)。つまり、コメニウスと同様、ゲーテ及びヘ
ルダーも薔薇十字会に関与していた。このところを高橋は次のように指摘している。
為
埒
「アンドレアエの「薗薇十字会」関係の文献を夢中になって読み、その上に自分
の思想を打ち立てた代表的な作家の－人がゲーテです。ゲーテはシュトラースブ
ルグの時代にへルダーという友人に勧められてアンドレアの本を読み、すっかり
熱中しまして、Ｙ秘密』という長編詩の中で「薔蔽十字会」のテーマを詩的に表現
したり、ｌヴイルヘルム・マイスターの遍歴時代」という長編小説の中で、コメニ
ウスと祷じ立場の教育の理想を論じたりしています。『ヴィルヘルム．マイスター」
はドイツの教育界に非常に大きな影響を与えました。ゲーテはまた、「フアウスト』
という記念碑的な文学作品の中で、ドクターの世界の中で苦悩する主人公がどの
ようにしてそれを越えた世界に参入し、新しい人間性を発展させていくかを描い
て見せたのです」（高橋シユタイナー教育入門75-6)。
このゲーテに触発されて、独自の神智学である人智学（Anthroposophie）を築き
上げたのが、シユタイナーであることは、良く知られている。
シユプランが－は、「ゲーテと人間のメタモールフオーゼ」という論文の中で、「す
べては根本類型から多様なメタモールフオーゼ（変容）を経て異なった変種へ導か
れる」というゲーテの思想は、新プラトン主義的ニライブニッツ的な没界観である
と指摘している（シュブランガー文化と教育95-8)。自然科学者としてのゲーテは
植物や動物のメタモールフオーゼを研究し、人間学の学者として彼は、人溜のメタ
モールフオーゼを研究したのであり、それを文学作品の『ヴイルヘルムマイスター』
や『ファウストｉという遍歴し成長・変容する人間像を描いたのである。そして、
６
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’
ゲーテは、自己自身に帰る螺旋状の精神成長の軌跡を、吸気と呼気、動と反動、忍
耐と行為として描くが、これは、世界の動きを展開と収縮、流出と自己凝縮との交
代として捉える古い新プラトン主義的神秘主義に由来する（シュブランガー文化と
教育101-2）とシュプランガーは指摘している。
ゲーテの「若きヴエルテルの悩み』（1774)､『ヴイルヘルム･マイスターの修業時代』
(1790)、『ヴイルヘルム･マイスターの遍歴時代』（1821,1829)、「フアウスト』（1831）
等に流れる、人間形成（自己形成：Bildung）の教育的思想は、後世の教育思想に多
大な影響を与えたのであり、薔穣十字や新プラトン主義という神智学的影響がゲー
テを通して教育界に色濃く及んでいるのである。
、ルソー、ベスタロツチ、フレーベルの神秘主義
筆者は先に告白したように、かつて大学の卒業論文で、【ルソー、ペスタロッチ、
フレーベルの根本思想』と題して、彼らの主要な著作を読み、思想を比較検討した
結果、大筋において共通の宗教観を持っていることを確認した。すなわち、彼らの
宗教思想は、宗派的ではないこと、人に内在する神性を認識していること、自然と
人間との関係を重視していること、万有に貫く神的存在を認識していること、など
が共通の要素であることを見出したのである。
a,ルソー
たとえば､ルソー(Jean-JacquesRol｣Bseaul712-78)は､教育小説｢エミールｊ(Emile，
1762）を著し、これが新教育運動の源流になったのであるが、その第４編に収めら
れている「サヴォア人司祭の信条告白」に、彼の宗教思想が集約されている。これ
によると、「一個の意志がこの宇宙を運動せしめ、自然に生命を与えているのだとい
うことを信ずる」（第一信条）のであり、「一定の法則に拠っている物質の動きは一
個の理性を私に示すものである。これは私の第二条である。行為し、比較し、選択
するということは、思考する能動的な存在の作用である。ゆえにこの存在は実在し
ているのだ。（それは）単にわたし自身の内にのみ見られるのでもない。それは実に
あの草を食む羊の中にも、落下する石の中にも、風に吹き散る木の葉の中にも見ら
れるのだ」とし、「自由がなければ其の意志というものは全くないのである。ゆえに
７
鷲人間はその行動において自由である。しかして、かかるものとして、或る非物質的
実体から生気を与えられたものである」（第三信条）と述べている。このようにルソ
ーは汎神論的・内在神的信条を表明しているのであり、これは新プラトン主義に通
じるものであり、したがって神智学の観方に一致する。以下に、神智学的ルソーの
言葉をいくつか示そう（現代かなづかい、現代漢字に改めた)。
黙
「全体が－つであり、単一の霊的実体を顕示していることは確実である」（ルソー
134)。「私は自分自身の中に神を感じる。私の周囲の至るところに神を見る」祠
135)。「あらゆる場所がただ一つの点であり、あらゆる時がただ一つの瞬間であ
る。人間の力は手段を通して働く。神の力は自ら働く。神は意志するがゆえに能
う。神の意志は神の力となるのだ。神は善である。……人間における愛は同類に
対する愛である。しかるに神の愛は秩序に対する愛である。……神は正義である」
(録153)。「理性は余りにもしばしば我々を欺く。ところが良心は決して欺かない。
良心こそ人間の指導者である」（同155)。「自然に従え。一度自然に従ってからは、
自己を保証するところにいかなる悦びがあるかを識るであろう」（】59)。「私は宇
宙の秩序を瞑想する。だがそれは、無益な学説によってそれを説明するためではな
く、絶えずそれを賛美するためであり、そこに顕現している賢明な創造主を崇拝す
るためである。私は彼と対話し､私の全能力を彼の神聖な本体の中に浸透せしめる。
私は神の慈悲に感謝し、その恵みを祝福する。だが私は神に祈り求めることはしな
い｣(171)。『自然の光景を見よ。内心の声に耳傾けよ｡神は全てのことを我々の眼に、
我々の良心に、我々の判断力に訴えて語っているのではないか」（175)。
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これ以上の引用は不要であろう。ルソーの宗教観に色濃く神智学的特質が現れて
いることは、これらの文章で明らかである。
ｂ・ベスタロッチ
ペスタロツチ(JohannHeimichiPestalozzil746-1827)は､青年時代にルソーの『エ
ミール』を読んで、生き方に根本的な影響を受けた。そして、結果的に、ルソーの
理想を教育面に実現する試みを行った。したがって、ベスタロッチの教育思想の根
底に、ルソーの思想に共鳴するものが多分に含まれていた。そして、彼は貧民の子
８
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供や孤児の教育に専念するという人道的な面を発揮している。彼が貧民の子供の教
育が破綻し、さまざまな苦難を被って、生活のどん底で宗教的覚醒を経験して書い
た『隠者の夕暮れ』（EntwuIfmderAbendstundeeinesEinsiedlers,1780）において、
彼の宗教的確信が告白されている。以下にペスタロッチの言葉のいくつかを示す。
「人間は心の中に落ち着きがなければならぬ。……人類のすべての父たる神を信ず
ることは、人生の落ち着きの唯一の確か左たよりである」（ベスタロッチ１頁)。
「父なる神を認むることは最初の最も本質的なる人類的関係の認識である。……神
は人間の最初の最も近き関係である」（同４)。
｢神に対する信仰とは、神の親心に対して人間が信頼する子心」（同１１)。
｢神はその人の心の奥底において物語り、その人の希望の真実であり確実である証
明である」（31)。
｢神は最も近き関係である。神を知ることはすべての遠き関係の楽しみに対する源
泉となり力となる」（３２）
諺
ペスタロッチ思想の研究者でもあるシュプランガーは、ペスタロッチの思想発
展の転機となった『人類の発展における自然の歩みについての私の探求」（Meine
NachfbrshungeniiberdenGangderNaturinderEntwicklungdesMenshengeshlechts，
1797）において、『夕暮れｊで示された人の心の奥底に関する思索を深め、人の根
底に自然の感性的状態から飛躍した次元であり、神聖な愛と誠実とが働く場である
良心を強く認識するに至った（シユプランガーＩペスタロッチ研究』２６３４）とし、
1801年以降、「人間本性の中の神性」とか「人間本性における永遠なるもの」とい
う表現がしばしば（ベスタロッチの著作に）あらわれてくる、と指摘している（シ
ュプランガーベスタロッチ研究44)。
この思想はルソーのそれと同質のものであり、ペスタロッチがドイツ敬虐主義を
深めて独自の宗教観に達していたこと、そして、新プラトン主義的な思想領域、神
智学的思想領域に接近していたことを示すものである。
C,フレーベル
フレーペル、nＷ．（FIiedlichWilhelmAugustFr6bell782-1852）は、現ドイツ
，
のチューリンゲン州に牧師の第６番目の子として生まれ、継母の彼への無関心のた
め、自然と宗教に慰めを得、省察的な成長期を送る。そして彼のキリスト教的立場
は非ドクマ的であった。やがて地方行政官の叔父の下に引き取られ､初等教育を終え、
一時測量技師としての見習をした後、イエナ大学で自然科学を学ぶ。後に測量技師
となり、この期間にシェリングやノヴァーリスの著作に啓発される。一時農園の私
設秘書になったり、建築家を志したりしたが、1805年にベスタロツチの原理で運営
されているフランクフルトの師範学校で教師となり、翌年、ペスタロッチが経営す
るイヴェルドンの学校で教え、また、家庭教師の経験をする。181】年に自然科鰻学の
研究を再器すべ〈、ゲッテインゲンへ赴き、翌年ベルリンで結晶学を学ぶ。翌年反
ナポレオン戦争に志願し従軍する。兵役を辞してベルリン大学鉱物学研究助手にな
る。１８１６年に大学職を辞してから、結婚。学校の開設・興隆・衰退など様々な教育
経験を経て、「恩物」という遊具を淵発、１８３９年に「一般ドイツ幼稚園」をプラン
ケンブルク市庁舎に創設した。
彼は幼稚園（KindergaIten）の創始者として有名であり、彼の教育思想は「敬慶主
義から啓蒙主義、ロマン主義を経て、シェリング（Schelling,Ｆ・ＷＪ､von）の自然哲
学やヘーゲルの弁証法体系にいたるまでの、あの市民的思考の緒神的自己解放過程
が個人の形成過程の中に認められ、しかもその程度たるや、最終的には、市民社会
の限界をこえていくようなライフスタイルを残すほどのものであった」（小笠原)。
フレーベルの主著『人間の教育』（Menshenexziehung,1826）に彼の独自の宗教観・
教育観が示されているので、以下に、その中から彼の文章を抜き出してみよう。
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｢万物の中に、一つの法則があって、作用し、支配している。……万物は、神的な
もの即ち神からあらわれ、神的なもの即ち神によってのみ制約されている。神に
こそ万物の唯一の基礎がある。万物の中に、神的なもの即ち神が宿り、働き、支
配している」（フレーベル，）
｢人間の生活を通じて神的なものを実現することこそが、真に全教育及び生活の目
標であり、努力であり、人間の唯一の使命である」（河１６）
｢生産活動なき、労働なき宗教心は、空虚なる迷夢、うつるな狂信、内実なき幻影
となる危験に陥ち入る。同様に､宗教心なき労働､即ち生産活動は､人間を駄馬にし、
機械にする。労働と宗教心とは一つの河時的なものである」（40）
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＃｢遊戯は、幼児の発達の、この時期の人間の発達の、最高段階である。というのは、
遊戯は、内面的なものの自主的な表現、内面的なものの表現にほかならないから
である」（50）
｢多様なもの、種々雑多なものをそのままやたらに教え、伝授することが学校を学
校たらしめるものではなくて、万物の中にあって、永遠に生命をもちつづける一
考を明らかにすることこそ、学校を学校たらしめるものであることを決して忘れ
ないがいい」（123）
｢自然と人生のあらゆる点から､あらゆる事物から､神にいたる道が走っている」(186）
このように、フレーペルの宗教観は、汎神論的であり、ホリステイックで、非宗
派的である。いいかえれば、新プラトン主義、そして、神智学に接近した宗教観を
持っていたといえよう。
シュプランガーは、フレーベルについて、彼が球体を大変に重視したのは、球が
あらゆる外的形態のうちで最も完全なものであり、物質界における神の尊敬すべき
似姿であるという、古代以来のピタゴラス的＝プラトン的イデーである（シユプラ
ンガーフレーベルの思想界より２８）と指摘している。そして､｢フレーベルの哲学は、
古代以来新プラトン主義的、万物内在神的世界観のタイプに連なるものといえよう。
さらに細かく規定すれば、それは神秘主義的な根本態度に属するものである」（同
82）とされる。また、「一切は神によって、神に中に、神のために存在する。これは
古代以来の神秘主義の主張である。コメニウスもまたすでにそのように述べ、この
窮極的なるものから彼の全教育体系を作り上げた」（117）と述べている。
このようにして、コメニウス、ゲーテ、ルソー、ベスタロッチ、フレーベルと連なる新教
育運動の源泉と怠った人物の思想は、新プラトン的世界観、神智学的世界観が根底に認めら
れるのである。神智学的世界観から見ると、これらの人物の思想には意外にも、同一基礎が
浮かび上がってきたのである。
鳶
Ⅵ．シュプランガーの新プラトニズム
先に示したように、ドイツの代表釣教育学者のシュプランガー（EduardSpranger
l882-I963）は、コメニウス、ゲーテ、ペスタロツチ、フレーベルなど近代教育学確
】Ｉ
#立の先駆者達の思想に、新プラトン的な傾向を指摘している。このことは、シュプ
ランガー自身が新プラトン的な思想傾向を多分に持っていたことを示している。そ
こで、ここでは、シュプランガーの教育思想のこの面を検証したい。
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ａ，シュプランが－の生涯
シュプランガーは、ベルリン市で自営の玩具店を営む両親の一人息子として生ま
れ、華やかな王宮と格式ある大学、及び芸術・文化の香りがする大都会で育つ。少
年時代にヴイルヘルムー世没とヴイルヘルムー世の即位、ビスマルクの退鰄という
政治変化を感じつつ育つ｡ピアノが得意でピアニストになることも考えたが､1900年、
彼が１８歳のとき、ベルリン大学に入学する。ここで「生の哲学」者で精神科学的心
理学創始者のデイルタイ（WDilthey）から根本的思想の影響を受ける。また、文化
教育学の先駆者パウルゼン（RPaujsen）に師事する。２７歳のとき『ＷＢＭフンポル
トと人間性の理念』で大学教授資格を得て、ベルリン大学の私講師となる。１９１１年、
ライプッィヒ大学の哲学と教育学担当の準教授、翌年正教授になる。「文化と教育ｊ
などを発行、１９２０年ベルリン大学正教授（哲学・教育学）になる。精神科学的心理
学の大著Ｉ生の諸形式』（1921)、【青年の心塑（1924）を出し、著名になる。『教育
誌ｊの創刊（主幹)、【ペスタロツチ全集」出版、ベスタロツチ、ゲーテ、フレーベ
ル研究書を刊行。
１９３３年、ナチス党の政権掌握後、大学の自治が侵されたことに抗議し、教授職の
辞表を提出するも、友人・学生の懇願を受けて辞表を撤回。1936年、第一回日独交
換教授として夫人と共に来日、１年間弱日本に滞在し、約８０回の講演を行う。宗教
的な「現世的敬虚』（1941）公刊、ゲーテ協会金賞授賞（1943)、日本から勲二等瑞
宝章授賞(1943)｡1944年７月２０日の対ヒトラー爆弾事件に関与した容疑で逮捕され、
ベルリン，モアピツト刑務所収容される。約２カ月後、夫人、日本人留学生、日本
大使館の努力により釈放される。1945年、ベルリン大学が空襲に遭い講義不可能に
なり、５月敗戦。６月ソ連地区占領地のベルリン大学総長になるも、思想的立場の
違いから１０月に職を辞す。９か月間講義無く自宅地下室に蟄居(会場は米軍が接収)。
1946年７月、ドイツ西南のチューごンゲン大学正教授になる。宗教哲学的書『たま
しいの魔術」「ペスタロツチの思考形式」（1947）＄教育学的展望」（1951）「現代の文
化間趣（1953）『知られざる神」（1954）『生まれながらの教育者」（1958)などを釘二lj。
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1963年、８１歳の多産にして波乱ある学問的生涯を閉じる。（以上は岩間浩「シュプ
ランガー略年譜」より）
ｂ，シュプランガーの神秘思想傾向
シュプランガーは師デイルタイの生命哲学を継承発麗させた学者で、基本的な思
想の立場は、生きた精神を扱う科学は、全体構造を明らかにする精神科学で初めて
人格の理解にせまることができるのであり、要素分析的科学のあり方では、それが
不可能であるというものである。そして人の精神は、その人物の価値観によって働
きの方向性が決まるので、価値観を問題としなければならないとして、人間理解に
統計的分析ではなく、価値観に関する哲学的方法を導入する。教育学においてもこ
の立場から、新教育運動の源流となったルソー、ベスタロッチ、フレーベルらを評
価し、新約聖書、新プラトン学派、エックハルト、スピノザ、ゲーテ、フイヒテ、
カントシュライエルマッヘル、ディルタイ、キルケゴールなどの影響から、優れ
た教育者の教育思想の中にある汎神論的傾向、スビリチュアルな傾向、そして、教
育愛を浮き彫りにする。
彼の宗教思想は、【現世醜敬虞』『たましいの魔術』『知られざる神』などにまとめ
て示されている。これらによると、彼は、人の最も深いところにひそむ究極の層と
しての高次の自我、または良心の存在を認識し、これを神聖な教育的愛によって目
ざますことを究極の教育の目的にしている。彼の後継者Ｒポルノウ(FBollnow)は、
実存主義的な教育学の特徴の一つに「覚醒」を挙げ、これに焦点を当てた代表者と
して、モンテッソーリとともにシュブランガーを挙げている（ポルノウ)。シュプラ
ンガーは人の最も内奥において、人は神と出会う、とこう述べている。
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「人間は自己の内において､唯一者であり、善意のある神に避遁する。－その結果、
人間はﾈ'|'に対して「汝」と呼びかけることが許されるのである。さらに人間は、「た
ましい・対・たましいｊという方法によって、彼の隣人達と選遁する。最後に、人
間は自己自身と避遁するが、この蓬j丘は、絶えざる自己反省を求める良心の働きを
通して行われる。この三つの様式における私・対・汝というあり方は、しかし、深
い－体感というカテゴリーの内に濫礎を置いているのものである。これら蔦つの私．
対・汝の関係は、すべての二元性を再び自ずからの懐へとりいれてくれる、永遠な
１３
耗る愛という大きな力によって包含される」（シユプランガ－たましいの魔術234)。
灘
そして、たましいの内部の善なるものと神性なる者を求めてやまない根源的な志
向は、心の純潔においてのみ発動し、充たされるとする。
このような内在的神性について書かれた『たましいの魔術ｊの第二版の序文や日
本語版出版の際にシュプランガーは、この書があまりにも独自の道を求めているた
めに、神学者達からほとんど大部分否定的態度で迎えられている、と告白している。
シユプランガーに顕著な内在神的思想、汎神論的思想、同胞愛釣人道主義、これら
はまた、神智学の本質的な思想傾向と同一なのである。
おわりに
承
以上により、コメニウス、ルソー、ゲーテ、ペスタロッチ、フレーベル、そして
シュプランガーらが、共通して、スピリチュアリズム・神秘思想を抱いていたこと
を明らかにした。神秘思想の特徴は、汎神論的かつ、内在神論的思想があることで
ある。このことから必然的に、一つの宗派の思考パターンにとらわれない、人類全
体を視野に入れた、広い世界観・宗教観が生まれてくることになる。
これらの特色により、彼らが一様に人道主義的傾向を色濃く有し、人類全体の運
命を意識に入れていることがみられる。コメニウスは人類の精神的向上のための普
遍的学校という理想をもたらし、ベスタロッチは、貧民の子ども達、孤児達の教育
に自己を捧げた。神秘思想は、内在神を認識するがゆえに、子どもに宿る神性を観、
それを開花させ伸ばしていこうとする教育運動に展開するのである。
近代教育ないしは、新教育運動の源流となった先駆者らが、一様に神秘思想の持
ち主であったのは､ゆえのないことでは決してなく、必然的な帰趨であったのである。
注
(1)児童童生徒の活動性、自主性、創造性を重視する新教育運動は、その淵源を１J・ルソ
ーの教育小説『エミール』（1762）にたどることができ、これに触発された、１９世紀の
ベスタロッチ、フレーベル等の児童の活動性を重視する教育実践活動を経て、２０世紀
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誘に入り、イギリス人の教育者セシルレデイによるダーピーシヤーの田園におけるアポ
ツホーム新学校開校（1889)、それに始まるヨーロッパ各地の劇園教育舎の建設、スエ
ーデンの婦人思想家エレン・ケイの『児童の世紀』（1900）等によって、急速に世界中
に普及した教育運動である。一般に｢新教育運動」として歴史的な観点から捉える場合、
２０世寵前半の教育革新運動を指す。
(2)神秘主義（mysticism）の語源は、古代ギリシヤの秘儀に由来し、神聖まるもの（神）
の本質は直接的に会得されるべきであり、その奥義は外部に語ることなく、ひそかに守
られるべきであるとする生き方に由来する。特徴は、魂と神との神秘的一体化の体験で
あり､超自然な洸惚状態を伴う。そして､それは汎神論的､かつ内在神的思想を共有する。
ピタゴラス学派やギリシヤ思想のプロチノス、中世スコラ哲学の末期のエツクハルト、
ルネッサンスのクザーヌスらの思想に神秘主義的傾向が色濃く認められる。本論では、
新プラトン学派や神智学の思想傾向と神秘主義とはほぼ同じ意味に捉えている。
(3)ピタゴラスやプラトンのギリシヤ哲学が、ペルシャ及びインドの神秘主義的影響を受け
て生じたのが、神の光と魂の光が同質であるとする一元的な神秘主義を唱え、この世
界の悪と見えるものは､稲極的に存在するものではなく、神の光の欠如した状態である、
万物は根源的一者から流出したものである、と説く、プロテイノス（20＋269）がこの
学派の創立者とされる。
(4)神智学（thcosophy）の語は、thcos（神）とsophia（智）から生じ、神についての智恵
を意味する。神についての学問である神学（theology）とは区別される。ロシア出身の
思想家ブラバツキー（1831-91）は、神智学は、宗教ではなく、神聖な知識または神聖
な科学であるとし、神智学協会のモットーは「真理に勝る宗教まし」であるとし、そ
の起原は遠く、古代エジプトやギリシャの神秘主義及び釈迦の教え及び新プラトン学
派にあり、プロテイヌスの師でアレキサンドリアの２－３世紀の折衷派哲学者アンモ
ニオス・サツカス（AmmomusSaccasl75頃-242BC）及びその弟子が最初に神智学と
いう名称を使用した（ブラバツキー13）とする。プバツキーは、人の中に神聖を見、
人類を一つの同胞と見る世界認識と国際協調的な性格と、世界の宗教及び科学の研究、
そして自然に秘められた神秘を探求する団体､神智学協会を組織し､現在に至っている。
このことから、プラバツキー以降を近代神智学と呼ぶ。サッカスという人物は、一説に
インドからアレキサンドリアにやってきた人物と言われ、折衷主義的教えを残し、プ
ロテイノス（Pl6tjnos20S-269）の師で、新ブラトン学派の創設者の－人とされる。「折
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哀主義」は、神聖にして高度な教えは同じ源から生じた、という観点に立ち、融合的、
全体的、すなわち、ホリステイック左立場に立つ。このように、神智学のもう一つの
特質は、折衷的で、ホリステイックな面である。
(5)神智学協会によると、クリステイアン・ローゼンクロイツは、５世紀のギリシヤの新プ
ラトン学徒，ブロクロス、１３世紀のロージヤーベーコンなどを前世とし、ハンガリ
ア宮廷のラコーシ皇子、１７世紀のフランシス・ベーコン、１８世紀のサンジエルマン伯
爵を経て、第７光線の「ジヤーメン大師」（またはラコーシ大師）となった存在とされ
る〈竜王文庫：単語で見る神智学i)。
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